ヒトの全体像を求めて : 身体とモノからの発想 by 川田 順造























 身体技法 (仏 techniques du corps; 英 techniques of the body) という考え方は、初めフ
ランスの社会学者マルセル･モースによって提唱されたが(Mauss 1950(1936)) 、身体の使




での技術協力「開発のための伝統的技術」の調査で、120 の村を訪ねて 302 点の農具や日用
品を調査資料と共に収集し、Technologie voltaïque (オート･ヴォルタの技術) A4 判 49 頁と図
版 8 枚タイプ印書の小冊子を 1975 年、現地博物館の刊行物として刊行。好評で間もなく増
刷したが、作業におけるアフリカの人達の身体の使い方に目を開かれたのも、この時の現
地調査による。1984 年国名がブルキナファソに変わった機会に、改訂版を刊行。1980 年 9
月、パリの高等研究院に招かれて身体技法についてのゼミを行い、注 2 に名を引いた研究
者と知り合った。1996 年 3 月、フランスのサンジェルマン・アン・レイで開かれたフィセ
ン財団主催の国際シンポジウム“Techniques du corps” で運搬・手仕事における日本・アフ
リカ・フランスの身体技法の比較を発表。1997 年 7 月、メキシコのガダラハラで「自然と
文化」をテーマにした国際記号論学会第 7回大会に招かれ、 “Le corps humain: charnière entre 
nature et culture” (人体:自然と文化の結節点)と題して特別講演。2002 年 9 月東京での国際人
類学民族学会議中間会議で、シンポジウム“Human Body, Appliances and Technological 
Cultures”を招集、“Three Models of Technological Cultures: Focus on Relations between the 
Human Body and Tools”と題して発表した。最近では 2009 年 11 月アルザスでの『人体と身体
性』をテーマにした国際シンポジウムで「人体の使い方と自我意識の発達」と題した日本
語の発表を行い、論集は法政大学国際日本学研究所から 2010 年に刊行されている。他に日
本語で刊行したものでは、2008 年 1 月道具学会での特別講演「ヒトとモノの関わりについ
て考える」がある(川田 2008: 205-228)。 









に、ルロワ＝グーラン(Leroi-Gourhan 1943, 1945, 1965)、オードリクール (Haudricourt 
1948)、ククラン(Koechlin 1971)、バルフェ(Balfet 1973)、シゴー(Sigaut 1984) 等フラン
ス人研究者の仕事に、早い段階でのこの領域への接近が見られる2。 
 他方、モースより早く、彫刻における様式研究との関連で、条件づけられた運動連鎖と














 46 億年の地球の歴史で、海が生成しそこに生命が生まれたのは約 40 億年前、生物の最も
基本的な構成単位とされる細胞の内、真核細胞が誕生したのが 21 億年前、最初の多細胞生







日目の相貌(図 1)から、受胎 34 日目の両生類の面影を宿す段階(図 2)、36 日目の上陸を完了
した原始爬虫類(図 3)、受胎 38 日目の原始哺乳類(図 4)、受胎 40 日体長 20mm、もはやヒ
トと呼んで差し支えない顔(郷津晴彦画)(図 5)、受胎 60 日体長 45mm の全身像(図 6)に至る
諸段階を示す(三木 1983: 107-117)。これは、後にも本節（2-2、5 頁）「生態学と働態学」
                                                 
2
 ククランはパリで、Centre de Recherche et de Documentation sur la Réalité Gestuelle des 
Sociétés Humaines を主宰し、Geste et Image と題した雑誌を刊行しているが、これには实用
的技術の面での身体技法に関する調査研究も多く載せられている。 































特質から、ヒトを Homo ludens 「遊ぶヒト」(ヨハン･ホイジンガ)、Homo hierarchicus 「階
層化好きのヒト」(ルイ･デュモン)など、学名以外の綽名で呼んだ先人に倣って、Homo 





 エチオピアで諏訪元が発見し、その後の発掘結果も加えて 1995 年に新しい属名を伴って
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形態学』Generelle Morphologie der Organismen, 1866 等)。ヘッケルは、「生態学」
(Ökologie)によって自然の一部として捉えられた人間の生理を研究する学問として、「働態
学」(Ergologie)を位置づけた。ただ彼の基本的主張の一つであった「個体発生は系統発生
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 この部分の記述は、筆者が葉山杉夫から受贈した論文別冊(葉山 1993; 葉山 (編) 1991)や
個人的教示に負っている。 
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 この時は日本人との比較の手がかりとして、1990 年 7 月にさいたま市の日本大学法学部
前期課程学生について行った、18 歳から 21 歳までの男子学生 100 名と、18 歳から 20 歳
までの女子学生 100 名(男女とも出身地は主に首都圏、尐数はそれ以外の東日本と推定され
る)の計測結果(遠藤萬里等 未刊)と、一部の計測値については、文部省体育局発行の昭和 63
年度体力･運動能力調査報告書所収の、20 歳の社会人男性 498 名、同女性 476 名のデータ
を用いた。 




ンナ地帯の主作物であるトウジンビエ(Pennisetum americanum (LINN.) K. SCHUM.)、モロコ
シ(Sorghum sp.)、トウモロコシなど、茎が高い穀物を、フォニオ(Digitaria exilis (Kippist) 
STAPF)、イネ(Oryza sativa LINN.)などの低稈性穀物と区別するために用いる。高稈性穀物
は、株間を広くとって栽培するため、播種、除草、収穫などの基本作業も低稈性穀物と異






















他は東京都千代田区でも、これに対応する計測を行った(芦澤 (編) 2004)。 
 西アフリカでの計測結果の詳細と、それぞれの地域住民の身体技法や農具をはじめとす
る道具についての調査結果は、調査地への成果還元と被調査者からの批判を可能にするた
めに、仏文･英文の報告書として調査地と世界の主な関連研究機関に送り(Kawada et al. 
1992)、日本でも日本人類学会、日本アフリカ学会での口頭発表や学会機関誌への寄稿(足立
他 1993)のほか、一般向け学術書としても発表している(川田 (編) 1997a)。 
 西アフリカ住民と、日本人以外のモンゴロイドとを比較する目的で、神奈川大学 COE「人
類文化研究のための非文字資料の体系化」プログラムの一環として、中国内蒙古自治区で
の調査も行った。フフホト(呼和浩特)市の日本語学校生徒男子 45 名(平均年齢 22.1 歳)、女
子 46 名(平均年齢 22.5 歳)についての、騎馬習俗と体型(ソマトタイプ)の関係についての調
査は、2004 年 4 月の予備調査(芦澤と筆者)と、9 月の生体計測(生体運動学の芦澤、楠本、
熊倉が計測、筆者は被験者の乗馬経験、履物などについてのアンケート作成)を行い、『神奈
川大学 COE 年報』第 3 号 に芦澤が報告書を執筆した(芦澤 2006)。 
 日本人以外のモンゴロイドについての身体技法と働態学的観点からの調査は、生体運動
学の専門家による生体計測は伴っていないが、筆者が神奈川大学COEプログラムによって、
メキシコ(メキシコ研究の文化人類学者落合一泰と 2004 年 8 月)、中国内蒙古自治区(中国科
学院の人類学者金鋒、および蒙古人の生態学者烏日娜と 2004 年 9 月)(川田 2005b)、モン







測量」(仏 triangulation des cultures、英 triangulation of cultures) を提唱してきた。筆
者が研究の過程である程度詳しく知る機会を得た、日本、フランス、旧モシ王国(ブルキナ
ファソ)を初めとする西アフリカ内陸諸社会という 3 地域の社会は、19 世紀末まで相互に直
接の重要な接触がなく、それぞれの方向に文化を精練してきた。 
 「文化の三角測量」は、地測における三角測量からの類比的借用に基づいているが、地
測の場合と同様、3 文化の 2 つを、他の 1 文化を測る参照点とすることによって、2 文化間
の相互比較よりも、より適切な対象の測定が可能になると思われる。文化についての認識




完全に実観的ではあり得ない。研究者の文化も 3 文化の 1 つに含む、著しく異なる、相互





















12, 13, 14)、頭上運搬の著しい発達(図 15, 16)(一部山岳傾斜地の多い地方、および東
アフリカ海岸部では、前頭帯運搬も見られる)。男女とも歩容における上半身の直立


































② 嬰児の両脚を伸ばして布で固く巻く習俗(仏語 emmaillotement、英語 swaddling)、
嬰児が両脚を伸ばしたままの姿勢での、揺籃の発達(図 29)。嬰児の四つ這い歩きの忌
避から、傘立てのような木製又は藁製の「赤子筒」(仏 étui à enfant)(図 30、31)、ま
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水を運ぶための肩当て(フランス語で joug d’épaules、英語で yoke、いずれも牽引獣の「軛」
に由来した名称)(図 36)や、それにしばしば付随する、体の両側の水桶を固定する輪のよう
に、機能の特化した物的装置を用いて、運搬を確实に容易にする指向性(筆者の「技術文化
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 以下の章は、筆者が「感性の人類学のための予備的覚え書き」と題して、神奈川大学 21
世紀 COE プログラム年報『人類文化研究のための非文字資料の体系化』第 3 号に発表した
もの(川田 2006)を基に、構想も内容も大幅に改変し、加筆して新しい論攷としたものであ
る。 
























































内的 (intra-specific) で通文化的 (cross-cultural) ないし文化間的 (inter-cultural) から、
文化内的 (intra-cultural) な性格を、より強く帯びるようになる。 





図 A 身体技法の効用と意味 
 

















続き的記憶」(procedural memory) として身につけ、言語 (仏 langue) としての基本コー
ドを、体系として、意識しないにせよ習得することから始まる。個人によって多様であり
















































































ンス、モシ王国においてそれが成立した 17 世紀初めから、生活文化が激変した 1960 年代
までという 3 世紀半の有意な時間幅を設け、通時的な検討も踏まえた上で、研究者の視点
から「指向性の束」として抽出されたものを対比し検討しようとする場合、「文化」をある








































































































 (a) は極めて個別的なものだが、(b) から (f) へ移行するに従って、意識下の漠とした感
覚、他者と共有される集合的感覚から、自覚された「個我」の能動的感覚、大脳辺縁系か
ら大脳新皮質への結びつきの可能性が増す。換言すれば、(f) から (b) へ移行するに従って、
文化の集合的、持続的側面つまり本稿で定義した「民俗」の、意識下での「個我」への拘
束性が増すと言えるだろう。 
 共感覚の基になる感性間の連合に、(a) から (f) のあいだで序列、方向性があるか、どの
感性が発信体になりやすいかを、一概に言うことはむずかしい。慣用される比喩的言語表





 ただ (c) 嗅覚は、「臭い」という、「不快な匂い」の意味から犯罪容疑にまで及ぶ広いマ
イナス･イメージをもった言語表現を除けば、分節的言語化が極めてむずかしいために、共
感覚の発信体としての言語表現にはなりにくいとは言えるだろう。嗅覚を的確に言語表現
する必要がある調香の領域でも (括弧内はフランス語)、floral (notes florales)、woody 
(notes boisées)、oriental (notes orientales) など、そして woody も更に、dry woods (bois 





の Homo sapiens が生みだした文化でありながら、多様な表現形態を示している。筆者がこ
れまで「文化の三角測量」の方法によって、日本、フランス、西アフリカ等で調査してき
た事例から、ヒトの感覚表象の異なり方を比較考察する上で重要だと思われる事項のいく




(a) 体内感覚 : 体内感覚を表す語彙、その比喩的用法(体内感覚［例えば空腹感］を表す語
から体内感覚以外への、及びその逆の、比喩的用法)。 
(b) 指先を除く皮膚感覚 : 浴法など全身の皮膚の清拭法。油脂などの皮膚への塗布。排便 
後の清拭法。触覚を表す語彙、その比喩的用法。 
(c) 嗅覚 : 薫香／液香。聞香、香道。匂いを表す語彙、その比喩的用法。 
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 民謡やダンスの通文化的研究を行ったアラン･ロマックス(Lomax 1968)は、ダンスにおい


































































ってからも、嗅覚に依存する度合いが極めて低い。イヌの嗅覚は 10 のマイナス 18 乗 g/ml
















































活習慣とも関わっているであろう。アラン・コルバン (Corbin 1986(1982)) やジョルジュ･





























生するイネ科オガルカヤ属(Cymbopogon SPRENG.)(英語名 lemongrass 等を含む)、シソ科
メボウキ属(Ocimum L.) (英語名 basil)、ショウガ科ショウガ属 (Zingiber BOEHM.) の諸種
の植物が、香料としての塗布用、皮膚の薬用、アブラヤシ(Elaeis guineensis JACQ.) の果







カリテ(シア･バターノキ )(Butyrospermum paradoxum (GAERTN. f.) HEPPER subsp. 








香を採取)で、 年間降雤量 600mm 以下のサヘル気候帯では、インド以西の乾燥地帯に自生
する、カンラン科のモツヤクジュ属 (Commiphora JACQ.) (没薬を採取)である。 
これらの野生植物から採る樹脂は、西アフリカ内陸の広域共通語マンデ語で wusulan(香、
焚香)と総称される、匂いの文化を発達させて来た。焚香用の、小穴をあけた蓋付きの土器




















るべく育てられた。父はディオールに委嘱された初の男性用化粧水 “Eau Sauvage” (1966)












































見る。色調を表現するのに通常用いられる語は、la robe(色調)が brillante(輝いている)、 

































































 ミトコンドリア DNA の変異に基づく研究によって、ヒト (Homo sapiens) のアフリカ
起源モデルは定着し、ほぼ 15 万年前に遡るとされる(ストリンガー＆アンドリュース 2008: 
178-179)。そして初期のヒトの出アフリカの経路は、スエズ地峡から西アジアへ、尐なく






































































                                                 
18
 この節に記した内容は、下記の口頭発表に部分的に基づいている。 
1）国際シンポジウム Dynamiques culturelles et globalisation(2003 年 10 月 4~5 日、フランス･
アヴィニョン大学 )での報告 “Revaloriser les identités culturelles régionales et susciter la 
coopération inter-régionale à l’échelle globale”. 
2）国連大学グローバル･セミナー第 7 回金沢セッション『グローバル化と文化の多様性』
Globalization and Cultural Diversity(2007 年 11 月 22 日、金沢市文化ホール)での基調講演「グ
ローバル化に直面した人類文化 : 無形文化遺産保護の意義」 
3）成城大学グローカル研究センター公開シンポジウム「共振する世界の対象化に向けて―
グローカル研究の理論と实践―」2010 年 5 月 15 日成城大学での基調講演『「グローバル」
「地域」「文化遺産」再考』(2011 年 3 月刊行予定) 
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ポンド法の foot (feet) に対応、32.48cm)、「プース」pouce(足の親指。1 ピエの 12 分の 1、
2.7cm)、「トワーズ」toise(もと「身の丈」の意。6 プ−ス)、「ブラス」brasse(両腕を広げた
長さ、日本の尋(ひろ)に対応。約 1.6m)等々がある。 









く、日本の咫 (あた) に当たり、寸の 10 倍、寸は 1 本の指の幅であると言う。尺骨を指す
ラテン語の解剖用語 ulna も、古代ローマの長さの単位だった。  
 フランス革命政府が学者を集めて検討した結果 1790 年に行った決定は、北極点から赤道
















にメートル法への統一を決議、1875 年に国際メートル条約が締結された。日本も 1886 年(明
治 19 年)に、この条約に加入している。1921 年(大正 10 年)には改正「度量衡法」が公布さ
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 コロンブスの西インド諸島到達 2 年後に、スペインとポルトガルの間に結ばれたトルデ
シリャス条約によって、セネガル沖カーボベルデ諸島の西 370 レグア(1770km)の、海上の
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coccifera, LIN.)に寄生するカイガラムシの一種ケルメス (Coccus ilicis, EABR.) が用いられ
ていた可能性が大きい。アメリカ大陸原産とされているが北アフリカ西部やスペイン南部
にも多く自生するウチワサボテン (Opuntia ficus-indica, (LIN.) MILL.)  に寄生する他の




ナイジェリア中部)では、それ以前からカムウッド (Baphia nitida, AFZEL.)で赤く染めた布
を尊ぶ風習があったが、初めてポルトガル人と接触した王オバ・エウアレは、贈られた緋
色の羅紗の合羽が気に入り、緋色を王だけの禁色とした。時代が下って、王の重臣達にも







































































 15 世紀末に始まった第一回のグローバル化と、18 世紀を頂点とするヨーロッパの第二次




















「野蛮人」savage people､フランス語で les sauvages と呼ばれたことだ。savage、 sauvage 
という形容詞は､ラテン語の「森」silva に由来し、ゲルマン系の言葉でも wild は、英語
の wood 、ドイツ語の Wald など「森」を意味する語から出ている。12 世紀頃まで深い
森に覆われていたヨーロッパを､ヒトが開拓して住むようになった領域が、ラテン語の domi
「内で」に由来する domus で、ラテン語の foris「外で」に由来する、英語でも forest 「森」


















れ、务った人々として「未開人」primitive people と呼び変えられた。primitive という形
容詞は､「初めの」「第一の」を意味するラテン語の primus に由来している（川田 1989）。 
 この二つの段階でのグローバル化の主体と実体の関係が､主体の側からの観点で、空間的
な差異から、時間的な前後関係へ置き換えられたことの意味は重要だ。 
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 かつてヨーロッパ人によって、domus （ヒトの居住域）の foris「外で」に由来する、forest 
「森」や foreign 「よそ」の者と見做されていた部類の人々に属する、アフリカのモシ人の
空間認識では、広漠としたサバンナのただ中でのヒトの居住域は yiri、これに対して野獣
や精霊が跋扈する荒野は weogo と呼ばれていた。遠い異国も weogo であり、古くから彼ら
に知られていたサハラ南縁のトンブクトゥのような都市も、19 世紀末のフランスによる植




われ、本稿 5. (37頁以下) で検討する、食と性における同類と非同類の区別の付け方と共に、
比較検討を進めるべき領域であると思う。 


























度を高めて一般性を持たせるために固有名詞を取り去って、モデル A、モデル B、モデル C
として検討する。 
 まずこの 3 例を、それぞれの文化をもつ有境の政治社会として対象化するために、それ
らが集権的政治組織を形成した 17 世紀初め(A 徳川幕藩体制、B ブルボン朝王政、C モシ王




































































































                                                 
21
 この節に記した内容は、国際開発学会第 17 回全国大会「サステナビリティ」検討部会
(2006 年 11 月 25 日、本郷、東京大学)の基調講演「誰にとっての持続的開発か 一文化人類
学徒からの発言」での口頭発表に部分的に基づいている。 
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物を無制約に殺し、生態系の調和を危うくしたのも 20 世紀だ。 



























































































                                                 
22 この節(5-3)に記した内容は、拙稿(川田 2001)に部分的に基づいている。 
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図1 『胎児の世界』(三木 1983)より      図2 『胎児の世界』(三木 1983)より 
 
   
図3 『胎児の世界』(三木 1983)より      図4 『胎児の世界』(三木 1983)より 
 
          
図 5 『胎児の世界』(三木 1983)より     図 6 『胎児の世界』(三木 1983)より 
 





図 7 T’M 266-01-060-1, “T’oumai”, Sahelanthropus tchadensis 
 
 
図 8 T. H. HUXLEY Evidence as to Man’s Place in Nature, London, 1864 より 
 
 
図 9 P.CAMPER Dissertation physique de Mr.P.Camper, Paris, 1791 より 
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図 10                   図 11 
 
 
図 12 右下の 1 点を除く 3 点 ブルキナファソ南部で（1977 年、筆者撮影）、 
右下の 1 点 ナイジェリア西南部で（1991 年、筆者撮影） 
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図13ブルキナファソ南部で（1977年、筆者撮影）      図14マリ中部で（1986年、筆者撮影） 
 
      
図15 マリ中部で（1988年、筆者撮影）    図16 マリ中部で（1988年、筆者撮影） 
 
  図17 ブルキナファソ南部で（1977年、筆者撮影） 
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図 23 サツマイモをティルで運ぶ尐女 




      













図22 アイヌの前頭帯による背負い運搬  
     『蝦夷古代風俗』（函館市立図書館蔵） 
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図 27 ブルキナファソ南部で 
（1977 年、筆者撮影） 




















図 28 ブルキナファソ南部で 
（1988 年、筆者撮影） 
図 26 前頭帯でなく、胸の上部から紐や 
布で背負う（メキシコ南部で、 
2004 年、筆者撮影） 
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マリ中部で （1988 年頃、保坂实千代撮影） 
図 31 フランス各地の博物館所蔵の「赤子筒」 
   （De Reyniès, 1987 による）                   
子 
図 32 左、「赤子吊り」の図（Loux, 1978 
による）、右、フランス各地の「赤子 
   吊り」や、つかまり立ち台 
   （De Reyniès, 1987 による） 
図 33  一服時の授乳、「エヅメ」に入れられた子 
 （秋田県横手、1964 年）、稲雄次他編 
 『写真資料「秋田の民俗」』、秋田市、 
  無明舎出版、1992 年による。 
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図 36 フランス西部ノワルムーティエ民衆技芸博物館で（1990 年、筆者撮影） 
 
        
 
 





図 39 腕力でなく腰を使って漕ぐ日本式の艪。 
三重県答志島で（1999 年、筆者撮影） 




図 41 フランスで背負いの重心を高くした運搬具の様々。第二帝政期 19 世紀中頃のパリ




図 42 ヨーロッパで籠編み用に大量に 
栽培される、ヤナギ科ヤマナラシ 




方。（Raclot, 1979 による） 
 
